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第 ４ 回   熊本県議会  教育警察常任委員会会議記録 

 

令和５年12月13日(水曜日) 

            午前９時59分開議 

午前11時39分閉会 

――――――――――――――― 

本日の会議に付した事件 

議案第１号 令和５年度熊本県一般会計補

正予算(第５号) 

議案第９号 熊本県学校給食費等の管理に

関する条例の一部を改正する条例の制定

について 

議案第10号 熊本県立図書館設置条例の一

部を改正する条例の制定について 

議案第13号 財産の取得について 

議案第14号 財産の取得について 

議案第22号 工事請負契約の変更について 

議案第43号 専決処分の報告及び承認につ

いて 

議案第44号 専決処分の報告及び承認につ

いて 

議案第45号 専決処分の報告及び承認につ

いて 

議案第46号 専決処分の報告及び承認につ

いて 

議案第47号 専決処分の報告及び承認につ

いて 

議案第48号 令和５年度熊本県一般会計補

正予算(第６号) 

議案第56号 熊本県立学校職員の給与に関

する条例等の一部を改正する条例の制定

について 

報告第４号 専決処分の報告について 

閉会中の継続審査事件(所管事務調査)につ

いて 

報告事項 

 県立高等学校入学者選抜制度改革につい

て 

   ――――――――――――――― 

出 席 委 員(８人） 

        委 員 長 末 松 直 洋 

        副委員長 西 村 尚 武 

        委  員 松 田 三 郎 

        委  員 髙 島 和 男 

        委  員 城 戸   淳 

        委  員 本 田 雄 三 

        委  員 亀 田 英 雄 

        委  員 斎 藤 陽 子 

欠 席 委 員(なし） 

議   長        渕 上 陽 一 

委員外議員(なし） 

――――――――――――――― 

説明のため出席した者 

 教育委員会 

         教育長 白 石 伸 一 

教育理事 石 元 光 弘 

総括審議員 

兼市町村教育局長 古 田   亮 

教育総務局長 井 藤 和 哉 

県立学校教育局長 重 岡 忠 希 

教育政策課長 永 松 浩 史 

学校人事課長 鍬 本 亮 太 

文化課長 舟 津 紀 明 

施設課長 中 島 一 哉 

高校教育課長 前 田 浩 志 

特別支援教育課長 松 本 英 雄 

学校安全・安心推進課長 岸 良 優 太 

審議員 

兼体育保健課課長補佐 平 川 貴 浩 

義務教育課長 藤 岡 寛 成 

社会教育課長 福 永 公 彦 

人権同和教育課長 柳 田 壽 昭 

警察本部 

本部長 宮 内 彰 久 

警務部長 清 水 稔 和 

生活安全部長 村 上 敏 幸 

刑事部長 林   秀 典 

交通部長 原 田 聖 哉 
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警備部長 八 木 世志一 

首席監察官 内 田 義 朗 

参事官兼総務課長 田 中 弘 哉 

参事官兼警務課長 松 見 恵一郎 

参事官 

兼生活安全企画課長 髙 木   哲 

参事官兼刑事企画課長 髙 橋   太 

参事官兼交通企画課長 合 瀨 勝 彦 

参事官 

(警備・災害対策)  長 尾 義 久 

参事官(運転免許） 飯 塚 安 博 

理事官兼会計課長 平 山 浩 之 

交通規制課長 山 浦 隆 之 

――――――――――――――― 

事務局職員出席者 

       議事課主幹 太 田 弘 巳 

     政務調査課主幹 西 村 哲 治 

――――――――――――――― 

  午前９時59分開議 

○末松直洋委員長 ただいまから第４回教育

警察常任委員会を開会いたします。 

 それでは、本委員会に付託された議案等を

議題とし、これについて審査を行います。 

 まず、議案等について、教育委員会、警察

本部の順に説明を求めた後、一括して質疑を

受けたいと思います。 

 また、執行部からの説明は、効率よく進め

るために、着座のまま簡潔にお願いします。 

 それでは、教育長から総括説明を行い、続

いて、担当課長から順次説明をお願いいたし

ます。 

 初めに、白石教育長。 

 

○白石教育長 教育委員会でございます。 

 委員の皆様方には、日頃から教育行政全般

にわたりまして、御理解と御支援を賜ってい

ることに厚くお礼申し上げます。 

 また、11月の管外視察に際し、私も含めま

して執行部の職員も同行させていただき、大

変ありがとうございました。この場をお借り

してお礼申し上げます。 

 それでは、本議会に提出しております教育

委員会関係の議案等の概要につきまして御説

明申し上げます。 

 今回提出しておりますのは、予算関係２議

案、条例等関係８議案でございます。 

 まず、12月補正予算についてでございます

が、追加提案分と合わせまして、総額13億

5,402万円余の増額補正でございます。 

 主な内容としましては、教育委員会事務局

職員の時間外勤務手当やこども図書館の開館

に向けた準備に要する経費等でございます。 

 また、県立学校や県有施設の改修工事等に

係る繰越明許費の設定及び債務負担行為の設

定についてもお願いしております。 

 次に、条例等議案でございますが、県立ゆ

うあい中学校の学校給食実施に係る条例の一

部改正外７議案について提案しております。 

 最後に、その他報告事項として、県立高等

学校入学者選抜制度改革について御報告させ

ていただきます。 

 以上が今回提案しております議案等の概要

でございます。詳細につきましては、関係課

長が説明いたしますので、御審議のほどよろ

しくお願い申し上げます。 

 

○末松直洋委員長 続いて、担当課長から順

次説明をお願いします。 

 

○鍬本学校人事課長 学校人事課です。 

 お手元の説明資料、括弧書きで令和５年度

12月補正予算等と記載の資料を御覧くださ

い。 

 ２ページ上段をお願いします。 

 事務局費の右側の１、職員給与費の(1)教

育委員会事務局職員給ですが、これは、夜間

中学やこども図書館開設準備など、喫緊の課

題への対応等により教育委員会事務局職員の

時間外勤務手当の予算が不足するため、増額

補正をお願いするものでございます。 
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 学校人事課の説明は以上です。 

 

○福永社会教育課長 社会教育課です。 

 ２ページ下段をお願いします。 

 社会教育総務費の右側の１、社会教育諸費

の(1)こども図書館設置準備事業ですが、こ

れは、こども図書館の開館に向け、建物と調

和の取れた配架、選書に係る委託料等の追加

で必要となる事業に要する経費を計上するも

のでございます。 

 社会教育課の説明は以上です。 

 

○舟津文化課長 文化課です。 

 ３ページ上段をお願いします。 

 繰越明許費の追加でございます。 

 まず、１段目、教育費の社会教育費です

が、これは、文化財保存事業、文化財収蔵庫

管理、美術館分館管理運営費及び古墳館保全

計画につきまして、工程の変更や資材調達に

日数を要し、年度内の執行が困難となる見込

みであるため、繰越明許費を設定するもので

ございます。 

 次に、２段目の災害復旧費、教育災害復旧

費ですが、これは、文化財災害復旧事業、地

震と豪雨分について、入札不調により工期が

確保できなかったことや業者との調整及び工

法変更に日数を要し、年度内の執行が困難と

なったため、繰越明許費を設定するものでご

ざいます。 

 文化課の説明は以上です。 

 

○中島施設課長 ３ページ下段をお願いいた

します。 

 まず、１段目の教育費の高等学校費です

が、これは、熊本工業高校実習棟改築工事ほ

か71件について、入札不調により工期が確保

できなかったこと及び学校活動に支障のない

工法や工事時期の調整に日数を要し、年度内

の執行が困難となる見込みであるため、繰越

明許費を設定するものでございます。 

 次に、２段目の教育費の特別支援学校費で

すが、これは、松橋支援学校屋外排水設備改

修工事ほか17件につきまして、学校活動に支

障のない工法などの調整に日数を要し、年度

内の執行が困難となる見込みであるため、繰

越明許費を設定するものでございます。 

 施設課の説明は以上です。 

 

○前田高校教育課長 高校教育課です。 

 ４ページ上段をお願いします。 

 教育費の高等学校費、１段目の高等学校産

業教育設備整備費については、熊本工業高校

実習棟工事の着工が遅れたことに伴い、年度

内の設備設置が困難となったこと、２段目の

高森高校環境整備事業については、普通教室

棟増築等において、既存施設利用の調整など

設計の諸条件の整備に日数を要し、年度内の

執行が困難となる可能性があるため、繰越明

許費を設定するものでございます。 

 高校教育課の説明は以上です。 

 

○平川体育保健課審議員 体育保健課です。 

 ４ページ下段をお願いいたします。 

 教育費の保健体育費ですが、これは、県営

体育施設整備事業について、藤崎台県営野球

場受変電設備・監視カメラ設備改修工事にお

いて、関係者協議に不測の日数を要し、年度

内の執行が困難となったため、繰越明許費を

設定するものでございます。 

 体育保健課の説明は以上です。 

 

○藤岡義務教育課長 義務教育課です。 

 ５ページ上段をお願いします。 

 教育費の教育総務費ですが、これは、県立

ゆうあい中学校、夜間中学の校舎整備に伴い

実施する湧心館高校の駐輪場が一部移転する

ことによります新築工事について、中学校校

舎整備工事との調整に不測の日数を要し、年

度内の執行が困難となる見込みであるため、

繰越明許費を設定するものでございます。 
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 義務教育課の説明は以上です。 

 

○福永社会教育課長 社会教育課です。 

 ５ページ下段をお願いします。 

 教育費の社会教育費ですが、これは、１段

目の青少年教育施設管理運営費について、天

草青年の家の大規模改修工事において、天候

不順等により建物工事に不測の日数を要し、

年度内の執行が困難となる可能性があるこ

と、２段目のこども図書館設置準備事業につ

いて、県立図書館の既存建物改修工事等にお

いて、関係者協議や天候不順等により建物工

事等に不測の日数を要し、年度内の執行が困

難となる可能性があるため、繰越明許費を設

定するものでございます。 

 社会教育課の説明は以上です。 

 

○鍬本学校人事課長 学校人事課です。 

 ６ページ上段をお願いします。 

 債務負担行為の追加でございます。 

 公立学校教員採用選考考査委託業務です

が、これは、令和６年度に実施する教員採用

選考考査の問題作成等に要する経費につい

て、令和６年６月に実施する選考考査までに

問題作成等を行うためには、年度内に契約を

締結する必要があるため、債務負担行為を設

定するものでございます。 

 学校人事課の説明は以上です。 

 

○舟津文化課長 文化課です。 

 ６ページ下段をお願いします。 

 これは、県立美術館本館改修事業に係る工

事費につきまして、工期を13か月程度確保す

る必要があるため、債務負担行為を設定する

ものでございます。 

 文化課の説明は以上です。 

 

○中島施設課長 施設課です。 

 ７ページをお願いいたします。 

 １段目から３段目にかけての熊本農業高校

農業センター棟等照明設備改修事業ほか２件

ですが、これは、夏休み期間及び梅雨時期ま

でに工事を完了させるためには、年度内に契

約締結する必要があるため、債務負担行為を

設定するものでございます。 

 ４段目の大津支援学校仮設校舎賃借です

が、夏休み期間中に賃借を開始し、引っ越し

を完了させるためには、年度内に契約締結

し、建設工事に着手する必要があるため、債

務負担行為を設定するものでございます。 

 施設課の説明は以上です。 

 

○前田高校教育課長 高校教育課です。 

 ８ページ上段をお願いします。 

 県立高等学校半導体関連人材育成事業です

が、令和６年４月からの事業実施が必要であ

り、年度内に契約締結する必要があるため、

債務負担行為を設定するものでございます。 

 高校教育課の説明は以上です。 

 

○松本特別支援教育課長 特別支援教育課で

す。 

 ８ページ中段をお願いいたします。 

 ほほえみスクールライフ支援事業ですが、

これは、県立特別支援学校及び県立高等学校

の児童生徒へ医療的ケアを行うために看護師

を配置するもので、令和６年４月からの看護

師派遣が必要であり、年度内に医療機関との

契約を締結する必要があるため、債務負担行

為を設定するものでございます。 

 特別支援教育課の説明は以上です。 

 

○福永社会教育課長 社会教育課です。 

 ８ページ下段をお願いします。 

 こども図書館関係業務ですが、これは、こ

ども図書館の開館セレモニー実施業務委託に

ついて、令和６年４月の開館に合わせて実施

するためには、年度内に契約を締結する必要

があるため、債務負担行為を設定するもので

ございます。 
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 社会教育課の説明は以上です。 

 

○中島施設課長 施設課でございます。 

 ９ページをお願いします。 

 債務負担行為の変更でございます。 

 この県立高等学校仮設校舎賃借ですが、右

説明欄に記載しておりますように、令和５年

度当初予算において、玉名高校の仮設校舎の

賃借料として債務負担行為を設定しておりま

すが、今回、済々黌高校及び第一高校の仮設

校舎について、仕様の変更に伴い、令和６年

度以降の賃借料を変更する必要があるため、

当該２校分を上乗せして債務負担行為を設定

するものでございます。 

 施設課の説明は以上です。 

 

○鍬本学校人事課長 学校人事課です。 

 10ページをお願いします。 

 12月補正予算の追加提案分について御説明

します。 

 今回の補正につきましては、本年の人事委

員会勧告を踏まえた給与改定に伴うものでご

ざいます。 

 今回の給与改定につきましては、月例給を

平均0.85％引き上げるとともに、期末手当及

び勤勉手当の支給月数を0.10月引き上げる改

定を行うもので、これらの改定に伴い、職員

給与費の増額補正をお願いするものでござい

ます。 

 １段目から５段目まで、教育委員会事務局

及び各学校の教職員の給与費として、それぞ

れ支給見込額について増額補正を計上するも

のです。 

 なお、11ページ上段の文化課、12ページの

体育保健課及び13ページの社会教育課につき

ましても、それぞれの課及び出先機関の職員

給与について、同様の理由による増額補正を

計上しておりますので、各課からの説明は省

略させていただきます。 

 学校人事課の説明は以上です。 

 

○前田高校教育課長 高校教育課です。 

 11ページ下段をお願いします。 

 事務局費の右側１、事務局運営費等(1)県

立高校魅力化きらめきプランですが、これ

は、来年４月から国際バカロレアのミドル・

イヤーズ・プログラム試行を開始する県立八

代中学校におけるポストコロナを見据えた学

習環境整備のためのキャスター付机、椅子

等、備品購入に要する経費を計上するもので

ございます。 

 高校教育課の説明は以上です。 

 

○平川体育保健課審議員 体育保健課です。 

 12ページをお願いいたします。 

 ２段目の体育施設費の右側の１、県営体育

施設整備費の(1)県営体育施設整備事業です

が、これは、新型コロナウイルス感染症対応

地方創生臨時交付金を活用した藤崎台県営野

球場における空調設備の改修に要する経費を

計上するものでございます。 

 体育保健課の説明は以上です。 

 

○藤岡義務教育課長 義務教育課です。 

 14ページをお願いいたします。 

 第９号議案といたしまして、熊本県学校給

食費等の管理に関する条例の一部を改正する

条例の制定について提案しております。 

 概要につきましては、右15ページのほうを

御覧ください。 

 １、制定改廃の必要性ですが、ゆうあい中

学校における学校給食の実施に係る関係規定

を整備するものでございます。 

 ２の内容でございますが、学校給食を実施

する学校に夜間中学を加えることとしており

ます。既に給食を実施しております湧心館高

校定時制と同じ時間帯で教育活動を行うゆう

あい中学校においても給食を実施し、生徒の

健康の保持、増進及び学びの支援等を行って

まいります。 
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 施行期日につきましては、令和６年４月１

日としております。 

 義務教育課の説明は以上です。 

 

○福永社会教育課長 社会教育課です。 

 16ページをお願いします。 

 第10号議案として、熊本県立図書館設置条

例の一部を改正する条例の制定について提案

しております。 

 概要につきましては、17ページを御覧くだ

さい。 

 １の制定改廃の必要性ですが、こども本の

森熊本の設置に伴い、関係規定を整備するも

のでございます。 

 ２の内容ですが、こども本の森熊本及びこ

ども本の森熊本館長の設置について定めるも

のでございます。 

 ３の施行日についてですが、公布の日から

起算して６月を超えない範囲内において、教

育委員会規則で定める日としております。 

 社会教育課の説明は以上です。 

 

○永松教育政策課長 教育政策課です。 

 18ページをお願いします。 

 財産の取得を提案しております。 

 第13号議案として、教育用電子黒板機能付

大型提示装置等を購入するものでございま

す。 

 概要につきましては、19ページを御覧くだ

さい。 

 契約内容としましては、大型提示装置331

台、実物投影機285台を導入します。 

 契約の相手方は、西部電気工業株式会社熊

本支社。契約金額は7,029万円。契約方法

は、一般競争入札(ＷＴＯ)です。 

 10月に仮契約を締結しており、議会議決後

に本契約締結、令和６年３月に導入予定とし

ております。 

 続きまして、20ページをお願いします。 

 第14号議案として、県立学校教職員用卓上

型モニターを購入するものでございます。 

 概要につきましては、21ページを御覧くだ

さい。 

 契約内容としましては、教職員が使用する

ための卓上型モニター5,049台を導入しま

す。 

 契約の相手方は、西日本電信電話株式会社

熊本支店。契約金額は１億3,035万円。契約

方法は、一般競争入札(ＷＴＯ)です。 

 ９月に仮契約を締結しており、議会議決後

に本契約締結、令和６年３月に導入予定とし

ております。 

 教育政策課は以上です。 

 

○前田高校教育課長 高校教育課です。 

 22ページをお願いします。 

 第43号及び第44号議案として、専決処分の

報告及び承認について提案しております。 

 第43号議案の概要につきましては、23ペー

ジのほうを御覧ください。 

 当課では、育英資金返還金の未収金対策の

一つとして、平成22年度から、長期滞納者に

対する法的措置である支払い督促の申立てを

行っているところです。 

 支払い督促は、県が裁判所に申し立て、裁

判所から債務者に対し、奨学金の一括返済を

命じてもらうものです。 

 ２の専決処分の理由にありますように、支

払い督促に対し、債務者から異議の申立てが

なされました。異議の申立てがなされた場

合、民事訴訟法の規定により、訴えの提起が

あったものとみなされることから、訴訟手続

を行ったものでございます。 

 なお、24ページ、25ページにあります第44

号議案につきましても、同じ内容となってお

ります。 

 高校教育課の説明は以上です。 

 

○平川体育保健課審議員 体育保健課です。 

 26ページをお願いいたします。 
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 第45号議案、専決処分の報告及び承認につ

いてでございます。 

 これは、施設の管理瑕疵による人身事故に

係る和解及び損害賠償額の決定に関して行っ

た知事の専決処分について、本議会に報告

し、承認をお願いするものでございます。 

 概要につきましては、27ページを御覧くだ

さい。 

 ２、和解の相手方は、施設利用者である個

人、３、損害賠償の額は、88万9,000円余で

ございます。 

 ４、事案の概要ですが、令和５年５月14日

に熊本県民総合運動公園陸上競技場で発生し

た天井板等落下による人身事故に関し、被害

者との間で損害賠償の額を決定し、和解した

ものでございます。 

 体育保健課の説明は以上です。 

 

○鍬本学校人事課長 学校人事課です。 

 28ページをお願いします。 

 第56号議案として、熊本県立学校職員の給

与に関する条例等の一部を改正する条例の制

定について提案しております。 

 概要につきましては、30ページを御覧くだ

さい。 

 １の条例改正の趣旨ですが、熊本県立ゆう

あい中学校の開校に伴い、当該校に勤務する

職員の給与について、関係規定を整備するも

のでございます。 

 ２の改正する条例ですが、(1)の熊本県立

学校職員の給与に関する条例をはじめ、計４

つの条例となります。 

 ３の主な改正内容ですが、(1)夜間学級の

業務に従事する教員に適用する給料表につい

て、小中学校の教員に適用される給料表と同

様に、教育職給料表(3)を適用するもので

す。(2)教員に支給する特殊勤務手当につい

て、夜間学級担当手当を新設し、定時制課程

高校と同様に、給料月額に100分の５、管理

職については、100分の４を乗じて得た額を

支給するものです。(3)事務職員等に支給す

る特殊勤務手当について、定時制課程高校と

同様に、夜間定時制勤務手当の支給対象とす

るものです。 

 ４の施行期日ですが、公布の日としており

ますが、上記３の(2)及び(3)の特殊勤務手当

については、令和６年４月１日としておりま

す。 

 学校人事課の説明は以上です。 

 

○末松直洋委員長 次に、警察本部長から総

括説明を行い、続いて、担当課長から順次説

明をお願いします。 

 宮内本部長。 

 

○宮内警察本部長 警察本部でございます。 

 委員の皆様方におかれましては、平素から

警察行政の各般にわたり御支援、御協力をい

ただいているところであり、この場をお借り

しまして心からお礼を申し上げます。 

 それでは、今回県警察から提案しておりま

す６件の議案等につきまして、概要を御説明

いたします。 

 まずは、議案関係についてです。 

 議案第１号、令和５年度熊本県一般会計補

正予算(第５号)については、時間外勤務手当

の不足分２億710万円余のほか、繰越明許費

の設定や債務負担行為の設定をお願いしてお

ります。 

 また、議案第48号、令和５年度熊本県一般

会計補正予算(第６号)については、追号分と

して、人事委員会勧告に基づく給与改定に伴

う職員給与費と新型コロナウイルス感染症対

応地方創生臨時交付金の活用事業について、

合計５億3,312万円余をお願いしておりま

す。 

 議案第22号、工事請負契約の変更について

は、上天草警察署庁舎新築工事の契約金額を

変更するものでございます。 

 議案第46号、専決処分の報告及び承認につ



第４回 熊本県議会 教育警察常任委員会会議記録（令和５年12月13日) 

 - 8 - 

いては、専決処分させていただきました公用

車事故の和解及び損害賠償額の決定について

報告し、承認を求めるものでございます。 

 同じく、議案第47号、専決処分の報告及び

承認については、専決処分させていただきま

した机の飛散事故の和解及び損害賠償額の決

定について報告し、承認を求めるものでござ

います。 

 次に、報告第４号、専決処分の報告につい

ては、専決処分をさせていただきました４件

の交通事故の和解及び損害賠償額の決定につ

いての報告でございます。 

 詳細につきましては、それぞれ担当者から

説明させますので、御審議のほどよろしくお

願いいたします。 

 

○平山会計課長 会計課でございます。 

 予算関係議案につきまして、お手元の警察

本部の説明資料に基づき説明いたします。 

 資料の１ページ目、歳出予算補正をお願い

します。 

 まず、上段の議案第１号、令和５年度熊本

県一般会計補正予算(第５号)でございます

が、警察本部費で２億710万5,000円の増額を

お願いしております。 

 右側の説明欄を御覧ください。 

 これは、職員の時間外勤務手当の所要額

で、事件、事故への対応など、年間の時間外

勤務手当で不足が見込まれることから、増額

をお願いするものでございます。 

 続きまして、中段を御覧ください。 

 追加提案されました議案第48号、令和５年

度熊本県一般会計補正予算(第６号)でござい

ます。 

 まず、警察本部費で５億1,417万3,000円の

増額をお願いしておりますが、説明欄に記載

のとおり、県人事委員会勧告に基づく給与改

定への対応のほか、内閣府所管の新型コロナ

ウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活

用する事業としまして、パソコンのモバイル

化やＤＸに適したオフィス環境の整備を進め

るものでございます。 

 アフターコロナ時代において求められるデ

ジタル行政への移行に当たり、ＤＸモデルオ

フィスとして一部所属で先行実施し、これを

起点としてデジタル時代の働き方やペーパー

レス化を加速化させてまいります。 

 また、警察活動費で1,895万2,000円の増額

をお願いしておりますが、こちらも感染症対

策のための経費であり、警察施設や現場警察

活動に必要な感染防止用品等の整備を行うも

のでございます。 

 以上、議案第１号及び第48号、補正額を含

めた警察費予算総額は409億610万6,000円と

なります。 

 次に、２ページをお願いします。 

 上段の繰越明許費補正でございますが、ま

ず、警察管理費で５億9,167万7,000円の設定

をお願いしております。 

 これは、警察棟空調設備更新工事など、警

察施設整備に関する事業で、資材の入手難等

のため年度内に工事を完了しない可能性があ

るものや、駐在所の新築及び改修工事で、入

札不調のため年度内に工事を完成することが

困難となったものでございます。 

 また、警察活動費で3,220万3,000円の設定

をお願いしておりますが、これは、交通取締

り用パトカー５台の購入に当たり、半導体不

足等による部品の供給不足が車両の製造に影

響し、年度内の納車が困難となったものでご

ざいます。 

 次に、下段の債務負担行為の補正でござい

ます。 

 警察関係業務につきまして、説明欄に記載

しておりますとおり、総額８億640万2,000円

の限度額設定をお願いしております。 

 これは、令和６年４月１日から業務を開始

する必要がある委託業務などにつきまして、

今年度内から契約手続を実施する必要があ

り、また、一般競争入札の手続に所要の期間



第４回 熊本県議会 教育警察常任委員会会議記録（令和５年12月13日) 

 - 9 - 

を要することから、債務負担行為を設定する

ものでございます。 

 予算関係議案は以上でございます。 

 次に、条例等議案につきまして御説明いた

します。 

 資料の３ページをお願いします。 

 議案第22号、工事請負契約の変更について

でございます。 

 これは、令和３年９月熊本県議会定例会に

おいて議決されました上天草警察署庁舎新築

工事の請負契約について、契約金額の変更を

行うものでございます。 

 内容につきましては、４ページの概要を御

覧ください。 

 令和３年10月から進めております上天草警

察署の新築工事につきましては、現在、３年

契約の３年目として新築工事を行っていると

ころであり、予定どおり来年２月末には竣工

する見込みでございます。 

 今回の契約金額の変更につきましては、資

料の中ほどにありますとおり、現契約額11億

2,200万円を11億6,949万2,551円に変更する

ものであり、4,749万2,551円の増額となりま

す。 

 契約の変更理由につきましては、賃金水準

及び物価水準の著しい変動による請負代金の

変更と旧庁舎から検出されたアスベストの除

去処分の追加など、設計変更が生じたことに

より、増額変更するものでございます。 

 なお、契約工期につきましては、現契約か

ら変更はございません。 

 議案第22号については以上でございます。 

 御審議のほどどうぞよろしくお願いしま

す。 

 

○内田首席監察官 監察官でございます。 

 引き続き、説明資料の５ページを御覧くだ

さい。 

 まず、議案第46号の専決処分について御報

告させていただきます。 

 令和４年10月24日、鹿児島県沖を航行中の

フェリー船内において発生した本県警察職員

が駐車した公用車が直近に駐車した車両と衝

突した交通事故に関して、事故の相手方と熊

本県の間で損害賠償の額が決定し、和解が成

立いたしましたので、議会の御承認をいただ

くものでございます。 

 事故の概要につきましては、資料６ページ

のとおり、沖縄県での派遣業務を終えた職員

が、帰県するためフェリー内に大型輸送車を

駐車する際、停止措置を失念、いわゆるサイ

ドブレーキをかけ忘れ、海のしけに伴う航行

の揺れにより、直近に駐車した福岡県警察の

大型輸送車３台と衝突したものでございま

す。 

 県側の過失10割の事故であり、加入してい

る任意保険を使用して、資料のとおり、賠償

額を支払い、和解が成立いたしました。 

 次に、議案第47号の専決処分について御報

告させていただきます。 

 同じ資料の７ページを御覧ください。 

 令和５年８月９日、熊本県水俣警察署内に

おいて発生した机の飛散事故に関して、事故

の相手方と熊本県の間で損害賠償の額が決定

し、和解が成立いたしましたので、議会の御

承認をいただくものでございます。 

 事故の概要につきましては、資料８ページ

のとおり、廃棄予定として保管中の応接用の

机が強風により飛散し、付近に駐車中の車両

２台に衝突したもので、県側の過失が10割

で、資料のとおりの賠償額を支払い、和解が

成立いたしました。 

 次に、報告第４号の専決処分について御報

告させていただきます。 

 同じ資料の９ページを御覧ください。 

 令和５年３月から８月にかけて発生した本

県警察職員が運転する公用車による４件の交

通事故に関して、事故の相手方と熊本県の間

で損害賠償額が決定し、和解が成立いたしま

した。 
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 事故の概要につきましては、資料10ページ

のとおりでありますが、４件の交通事故のう

ち、番号１から３の交通事故については、車

両を後退させる際に駐車中の車両に衝突する

など、県側の過失が大きい交通事故であり、

県側から資料のとおりの賠償額を支払い、和

解が成立いたしました。 

 また、番号４の交通事故につきましては、

交差点における出会い頭の衝突事故で、県側

の過失が小さいため、県からの賠償はなく、

和解が成立したものでございます。 

 なお、番号１から３の交通事故の賠償につ

きましては、加入している任意保険を使用し

て全額支払い済みでございます。 

 損害賠償が発生した交通事故に関しまして

は、運転者や同乗者の不注意による交通事故

であり、職員への指導をさらに徹底し、公用

車の交通事故防止に努めてまいります。 

 御審議のほどよろしくお願いいたします。 

以上でございます。 

 

○末松直洋委員長 以上で執行部の説明が終

わりましたので、質疑を受けたいと思いま

す。 

 まず、先に教育委員会に係る質疑を受け、

その後、警察本部に係る質疑を受けたいと思

います。 

 なお、質疑は、該当する資料のページ番

号、担当課と事業名を述べてからお願いしま

す。 

 また、質疑を受けた課は、課名を言って、

着座のまま説明をしてください。 

 あわせて、繰り返しになりますが、発言す

る際は、マイクを自分の口元にしっかり向け

て、明瞭に発言いただきますようお願いいた

します。 

 それでは、教育委員会に係る質疑はありま

せんか。 

 

○松田三郎委員 皆さん、おはようございま

す。 

 教育委員会の資料の――なかなか予算のほ

うは質問が探しにくいわけですが、資料の18

ページ、20ページぐらいでしょうか、結構台

数も多いようでございますが、これは、やっ

ぱりリースとかじゃなくて購入のほうがメリ

ットといいますか、金額的なものとかメリッ

トが大きいのかどうかを、まず１点目お伺い

したいと思います。 

 

○永松教育政策課長 今回ちょっと金額も大

きゅうございますが、これは全て財源がコロ

ナ交付金を使用しております。ということ

で、全額購入という形を取らせていただきま

した。 

 

○松田三郎委員 財源がそうなら、複数年度

というわけにいかぬでしょうから、コロナ交

付金はですね。 

 これに関連しまして、よく問題になりま

す、今、生徒に１人１台タブレット等を持た

せてあるという、これの更新の時期が大体全

国同じとか、県内でいっても県立高校は同じ

時期とかという、これはリースでしたっけ、

購入でしたか。 

 

○永松教育政策課長 現在はリースをやって

おります。で、令和８年度以降、新たな入学

生以降は、今後、ちょっとまだ最終的に決ま

っておりませんが、基本的には個人の負担で

購入していただくということを想定しており

ます。 

 

○松田三郎委員 個人の負担――全額か一部

か、その個人が負担して購入するということ

ですか。 

 

○永松教育政策課長 そのとおりで、基本的

には個人の負担で１人１台端末を購入してい

ただくことになるんですが、国の財政措置と
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か、あと他県の状況など見まして、何らか県

側で生徒さんへの支援ができないか、今後、

財政当局とも詰めていきたいというふうに考

えているところでございます。 

 

○松田三郎委員 ちょっと前でしょうけれど

も、そういう国の支援――例えば更新の時期

とか、ああいう機械、器具は、どれぐらいの

スパンで更新が必要なのかというのも、なか

なかメーカーのほうに言われたらそんなもの

かと思いますけれども、同時期に数多くの更

新の時期を迎えるとなると、やっぱり何がし

かの国の支援が、もっと手厚いのが必要だろ

うというような、我々も要望をしております

し、今のでいくと、ちょっと逆の方向に行く

のかなと、負担が出てくるとなると。 

 最後の質問ですけれども、大体、購入だ

と、それを持って持ち上がるわけですよね。

そうなると、平均的な更新の時期とかという

のはどうなんですかね。全くそれも、更新の

時期が来ましたので各自で更新してください

と、それか、それぞれの判断でとか、修理を

含めてですけれども、先々のことなのでちょ

っと分からない部分もあるかもしれません

が、そういったところはどうなんでしょうか

ね。 

 

○永松教育政策課長 令和８年度からという

のが、実は令和７年度までにライセンス、Ｏ

Ｓですね、基本ソフトのライセンス契約が切

れるものですから、それ以降、そのまま使う

と非常に安全性に問題があるということで、

基本、全国、令和７年度以降は、その機械、

機種を使い続けるというのは難しいというふ

うに考えております。 

 令和８年度以降は、そのような形で、切替

えの時期でもございますので、新しい機種を

個人の負担で原則は買っていただくというこ

とを考えております。 

 ただ、購入時期とかは、県側が持っている

リース機器や購入したものの端末というの

は、そのライセンスの終わりの時期がずれて

おりますので、可能な限り使っていきたいと

いうふうには考えているところでございま

す。 

 

○松田三郎委員 はい、分かりました。 

 私がなのかどうか――例えば政策課中心で

しょうけれども、よく今ＯＳのライセンスが

切れるからとか、どうもほかのシステム、大

規模な県庁のシステムもそうですけれども、

何かこうメーカーの一方的な、これぐらいか

かりますよと言われれば、なかなか反論しに

くいし、値引き交渉もしにくいというのを考

えると、本当にそれぐらい必要なんだろうか

と。 

急に――急にて思いますけれども、メーカ

ー側の一方的な都合で、このＯＳは変更が必

要ですとかというようなものも事情にあるん

じゃないかと思いますので、ぜひ、政策課に

限らず、教育委員会一丸となって、詳しい方

を何人か育成していただいて、きっちりメー

カーと交渉して、できるだけ児童生徒の皆さ

んが使いやすくて負担が少ない、全体として

も負担が少ないというふうに、交渉の人材を

確保していただくというところも一方で要望

したいと思います。 

 何かありますか。 

 

○永松教育政策課長 参考でございますが、

今のお話は、県立高校の高校生について説明

していただいたんですけれども、実は、小中

学校の生徒さんにつきましては、今回の国の

補正のほうで、全額国のほうで予算措置をし

ていただく案で、更新の費用を見るというこ

とで整理されております。 

 今回、２月補正で、その基金の造成と国の

ほうから予算措置がなされるということが決

まっておりますので、２月に市町村の小中学

生向けの基金を県のほうで一応することにな
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っておりますので、それらを今後提案させて

いただきたいというふうに考えております。 

 

○松田三郎委員 結構です。 

 

○末松直洋委員長 よろしいでしょうか。 

 

○松田三郎委員 はい。 

 

○末松直洋委員長 ほかにありませんか。 

 

○斎藤陽子委員 ページ数が３ページの予算

の件なんですけれども、繰越明許費というこ

とでずっと上がっておりますけれども、人材

不足とか資材の不足というのはこれからもっ

ともっと重要な課題になってくるのかなと思

うんですけれども、その中で、これだけ工期

が遅れていく、またさらに、もしかしたら遅

れるかもしれない、その際は金額というのが

変わる可能性もまたあるのかなというふう

に、どんどん変わっていくのかなというふう

に思うんですけれども、そういったのも見込

んでのこの予算を取っていらっしゃるのか、

それとも、またそれが変わったときにはまた

補正とかで上げられるのか、どんなふうにお

考えかなというのをお伺いできればと思いま

す。 

 

○中島施設課長 繰越しについてのお尋ねで

ございますが、施設課のほうで提案させてい

ただいている繰越しにつきましては、現時点

では全ての工事が竣工、完了している状況に

はございません。で、年度末までに当然竣工

させることを目指してまいりますけれども、

やむを得ず繰り越さざるを得ないということ

を想定して、工事請負費などについて、予算

額をそのまま枠として設定させていただくも

のでございます。なので、あくまでその上限

として設定させていただきますので、実際の

繰越額については、これよりかなり下がると

考えております。 

 途中で、例えば増額の変更契約が必要な場

合とかが生じたら、この予算の枠内で増額で

きる分は増額いたしますし、不足する分につ

いては、そのとき改めて補正をお諮りすると

いう形になろうかと思います。 

 

○斎藤陽子委員 よく分かりました。 

 本当に大変な中進めていただくことになる

かと思いますけれども、重要なことだと思い

ますので、よろしくお願いいたします。 

 以上です。 

 

○末松直洋委員長 よろしいでしょうか。 

 

○斎藤陽子委員 はい。 

 

○末松直洋委員長 ほかにありませんか。 

 

○本田雄三委員 御説明ありがとうございま

した。 

 松田委員のちょっと関連になるんですけれ

ども、今１人１台端末というふうに義務教

育、高校はなっておりますけれども、何万台

もの機器を購入する必要がある観点から、通

常はそれだけのものを発注すれば、相当割安

で、従来であれば提供されるような仕組みが

あるのではないかと思いますので、県の、や

っぱりしかるべきところがまとめて管理をさ

れるような仕組みづくりが必要ではないかと

思っています。 

 一定の業者の方にシステムから全てを管理

していただくなど、委託化も含めながらそこ

ら辺りをやっていかないと、１人１台もし購

入となれば、高校生においては相当な額の部

分が個人負担となってくる可能性もあります

ので、そこら辺りのまとめた部分の発注等に

ついては、何らかの形をつくるべきではない

かと思いますので、要望でございます。よろ

しくお願いしたいと思います。 
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○末松直洋委員長 要望でよろしいでしょう

か。 

 

○本田雄三委員 はい。もしお答えがあれ

ば。 

 

○永松教育政策課長 委員おっしゃったとお

り、共同調達というのは、先ほど国の今回補

正予算で、市町村立小中学校向けの基金事業

の中でも、県のほうが主導して共同調達をと

いうふうに国のほうからも指示が出ておりま

すので、当然、小中学校に限らず、県立高校

生につきましても、学校単位で同じ端末を使

うとか、何かそのような措置を取っていきた

いというふうに考えております。 

 

○末松直洋委員長 よろしいでしょうか。 

 

○本田雄三委員 はい。 

 

○末松直洋委員長 ほかにありませんか。 

 

○亀田英雄委員 ５ページ、こども図書館設

置準備事業なんですけれども、いろんな工事

が不測の事態でという話を先ほど伺ったんで

すが、こども図書館は令和６年４月にオープ

ンされるということで、年度内の執行が困難

となるということなんですけれども、４月の

オープンには、これは影響ないんですか。 

 

○福永社会教育課長 社会教育課でございま

す。 

 あくまでも可能性があるということになり

ますので、できる限り年度内の執行というふ

うに考えておりますけれども、場合によって

は、本体工事はもちろん終わる予定でござい

ますが、その周辺の外構であったり、また舗

装工事であったり、そういった部分の周辺工

事が残る可能性があるというところで、こう

いった工事の明許繰越しを設定するものでご

ざいます。年度内執行を目指していきたいと

思っております。 

 以上でございます。 

 

○亀田英雄委員 せっかくのですね、何てい

いますか、鳴り物入りの事業ですので、なる

だけきちんとした形でオープンしたほうがい

いと思いますので、そのように対応を願いた

いというふうに思います。 

 以上です。 

 

○末松直洋委員長 よろしいでしょうか。 

 ほかにありませんか。 

 

○松田三郎委員 ちょっと高校教育課長、す

みません。前田課長の顔見て思い出しました

けれども、ページで言うと８ページですけれ

ども、ちょっとこれにプラスアルファといい

ますか、ふだんから要望が多いものをちょっ

とお聞きしたい。ちょっとその他的になりま

すけれども、委員長、ようございますか。 

 

○末松直洋委員長 はい、どうぞ。 

 

○松田三郎委員 ここでは半導体関連人材育

成と――だから、直接この事業ではないかも

しれませんが、半導体の人材を育てるとなる

と、例えば、県立高校で工業高校系のところ

にそれなりの機械なり設備がやっぱり必要か

もしれないと。それに限らず、県内の県立高

校の実業系といいますか、工業系、農業系あ

るいは商業系と、それぞれ、まあ商業系はあ

んまりないかもしれませんが、工業系は特

に、今ある機械とか設備でいろいろ教育を受

けたり実習をしたりとかするけれども、なか

なか就職して――古いがゆえに、メーカーか

何かに就職したら、全然昔のは古うして、全

然そのときの知識がためにならぬやったとい

うような、まあ笑えない笑い話ていうか、そ
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ういうのも聞くわけです。 

 ただ、１台かなり高額の機械とか設備もあ

るならば、なかなか全ての実業系の高校に教

育委員会の予算で数年内に全部更新する、設

備を設置するというのも、非常に難しいんだ

ろうと思っております。 

 限られた範囲の中でも、高校教育課含め教

育委員会では大分頑張っていただいているの

は重々分かっておりますが、たしか以前お伺

いしたとき、特別会計か何かにして要望な

り、必要があるところを順次更新なり新規に

設置しているというような話を聞いた記憶も

ありますが、例えば財源なり原資あるいはそ

の更新度合いといいますか、学校の校長先生

は、教育委員会に言いたくても言えない方も

いらっしゃるかもしれませんし、堂々とおっ

しゃる方もいらっしゃるかもしれませんし、

県内のいろいろな要望もあるんだろうと思っ

ておりますが、その仕組みと整備状況といい

ますか、今後半導体関連で人材育成をしなけ

ればならないというのがだんだんウエートを

占めてくるならば、それ以外のところがさら

にこの順番が遅れてしまうのかなというよう

な心配がありますので、可能な範囲でちょっ

とお答えいただければと思います。 

 

○前田高校教育課長 ちょっと最初に、まず

特別会計のお話いただきましたので、そちら

からお話しさせていただいてもよろしいでし

ょうか。 

 

○松田三郎委員 はい。 

 

○前田高校教育課長 特別会計に関しまして

は、農業高校だけで特別会計を組んでおりま

す。で、今委員からお話があったことです

が、農業高校、それぞれ教育の実習の中でい

ろんな農作物であるとかいろんな生産物、加

工品も含めて作っております。それをいわゆ

る販売実習という形で一般の方にも販売させ

ていただいて、そのお金がまた特別会計の基

金となっていくというような仕組みになって

おります。農業と水産に関しては、そういう

形で進めております。 

 工業に関しましては、特別会計では特にご

ざいません。ですから、それは委員がおっし

ゃるとおり、機械設備を必要な時期に更新し

ていくことになりますが、なかなか、おっし

ゃるとおり、たくさん高校がございまして、

それを一度にというのは難しゅうございま

す。 

 令和２年度に国の交付金をいただきまし

て、大きな機械を一回入れていただいている

んですが、それ以外にも、委員おっしゃった

ようにたくさん古い機械もございます。それ

は、やはり学校の中での教育だけでは正直な

かなか解決できない問題でして、現在、ちょ

うど八代工業高校、マイスター・ハイスクー

ル事業というのをやっておりますけれども、

今後民間の企業さんと連携しながら、民間の

企業さんの設備あたりも御相談しながら、そ

ういうところでの実習とかも含めて、できる

だけ生徒たちが実際に就職してからの学びに

つながるようなものを組み立てていきたいと

思っておるところでございます。 

 以上でございます。 

 

○松田三郎委員 以前、農業系も課長に御相

談してそういう話で、それよりも別に教育委

員会だけ、学校だけで全て完結しなければな

らないということではなくて、時代もそうで

しょうし、行く行くは民間に協力していただ

いて、ここは優秀な生徒がいるなと思ったら

就職に結びつくとか、広く民間にお願いして

協力をしていただくというのは一つの方向か

なと思っておりますが、それが全てにおいて

うまくいく、すぐにうまくいくわけじゃない

でしょうから、可能な限り、今もやっていた

だいていると思いますが、１台高額とはい

え、かなりもう何十年前のを使っていらっし
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ゃるというところもあるようでございますの

で、できるだけ要望に応えていただきたいと

いう要望と、続けていいですか。 

 

○末松直洋委員長 はい、どうぞ。 

 

○松田三郎委員 さっき言いました８ページ

に戻りますが、半導体関連の人材育成って、

県立高校の生徒を対象にでしょうから、どう

なんですか、最先端の――これは昨日の特別

委員会でもお伺いしたんですけれども、高校

の学校の先生あるいはこれは場合によっては

民間から講師で来られるかもしれませんが、

その最先端を含めた半導体の教える側です

ね、その人材を育成する側の先生のレベルと

いいますか、急遽ＴＳＭＣが来るけん、これ

は人材育成せないかぬばいといっても、この

教える側を育成しないと、教える側が教えら

れる側と同じぐらいじゃ話にならぬわけでし

ょうから、この事業なのかどうか分かりませ

んけれども、その点というのは教育委員会で

はどういうお考えでしょうか。 

 

○前田高校教育課長 今委員から御質問あり

ました、昨日特別委員会でもお話ありました

けれども、半導体の人材というのは非常に幅

広く、設計とかに関わるような、非常に先端

的な、かなり高度な知識をお持ちの方から、

工場をしっかり回していくために必要な人材

まで、幅広い人材が必要だと思っておりま

す。 

 まず、この半導体関連人材育成事業に関し

ましては、全ての県立高校を対象にしており

ます。それは、専門高校の生徒は専門高校の

生徒で、自分たちの学びの中で、企業を見学

していただいたり、あるいは出前授業に来て

いただいて、その専門家の方から授業を受け

たりというのを今やっております。 

 普通科の高校につきましても、大学の見

学、熊本大学、今度半導体の施設ができます

けれども、そういう熊本大学も含めた大学の

見学でありますとか、あるいは企業のほうの

見学に行っていただいて、まず半導体という

ものを知っていただく。そして、理系に進ま

れる方が多いと思いますけれども、そういう

生徒さんに自分の将来を描く上での参考にし

ていただいて、そっちのほうの道を選んでい

ただく生徒さんをまた増やしていきたいなと

いう意図で、この事業というのは実は進めて

おります。 

 それから、今おっしゃったように、教員の

力量というのは非常に大切なんですが、御承

知のとおり、半導体は非常に高度な知識まで

要求するもので、半導体そのものを高校の教

員が教えるというのは、なかなかこれは限界

がございます。 

 ですから、先ほど申し上げたように、企業

さんの力を借りている部分もありますが、高

校の教員に関しましても、実際、研修を今こ

の事業の中で組み立てておりまして、今年度

３回に分けて半導体関連の企業にお邪魔し

て、そこで実際の実習、研修を受けるという

機会を設けて、今１回目が終わって、あと残

り２回ございますけれども、今進めていると

ころでございます。 

 以上です。 

 

○松田三郎委員 はい、分かりました。 

 最後に１つですけれども、今のお話を考え

ると、まあ途中からでしょうから、研修とか

必要だと思いますが、今後、その採用試験で

の枠といいますか、そういうのは、これは人

事課長になろうかと思いますけれども、そう

いうのはあり得るんですか。考えていらっし

ゃるんですか。 

 

○鍬本学校人事課長 学校人事課でございま

す。 

 今委員からお尋ねありました、採用を今後

どうしていくかという話にもなるかと思うん
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ですけれども、実は来年度の採用試験から予

定しているものなんですけれども、これは、

今までも社会人を対象とした採用試験をやっ

ておりますけれども、来年度から、今現在免

許を持っておられなくても、そういう優秀な

方は社会人でも採用しようということで、例

えば、工学部とか御卒業されてそういう専門

知識がある方とかで今民間にお勤めの方、そ

ういう方も対象に、まず採用試験は受けてい

ただけるようなということで、ちょっと入り

口を広くするというようなことを考えており

ます。 

 当然、免許を持たれてない方は、一定期間

内に免許を取っていただくということは条件

にはなりますけれども、そういう形で一人で

も優秀な人材の方は確保していきたいという

ことで、採用の段階でそういう取組も来年度

以降やっていきたいというふうに思っており

ます。 

 

○末松直洋委員長 よろしいでしょうか。 

 

○松田三郎委員 はい。 

 

○前田高校教育課長 ちょっとすみません。

先ほどの私の発言で、訂正と補足をさせてい

ただきます。 

 先ほど、令和２年度国の補助をという話を

しましたが、令和３年度に訂正と、金額に関

しては、17億円をいただいて各専門高校に設

備を入れさせていただいております。 

 それからもう１つ、今度は、当初予算のほ

うでは、産業教育振興の機械の更新等をやる

ような設備費も、毎年これは予算をいただい

て、少しずつ――なかなか全て一遍にいかな

いんですが、一つずつ計画的に進めていると

ころでございます。 

 すみません。以上でございます。 

 

○松田三郎委員 はい、結構です。 

 

○末松直洋委員長 よろしいでしょうか。 

 

○松田三郎委員 はい。 

 

○末松直洋委員長 ほかにありませんか。 

 それでは次に、警察本部に係る質疑を受け

たいと思います。 

 

○城戸淳委員 補正に関しては、給与改定の

ことと繰越明許費のことももう分かっており

ますが、１つ、専決処分の中の、５ページで

すけれども、ちょっと金額が大きいのもあり

ますけれども、これはちょっと単純な質問で

すけれども、フェリー内で事故が起きた場合

に、まず通報はどこに届けるんですか。海上

保安庁とか警察とか、これはどこに。 

 

○内田首席監察官 今回の場合は、沖縄から

鹿児島に向けて航行中でしたので、鹿児島新

港に到着後、鹿児島県警のほうへ届けをして

おります。 

 

○城戸淳委員 ということは、船の中で起き

た事故については、海上保安庁とかは関係な

いんですか。届けるというか、中で事故が起

きた場合に、やっぱり警察ですか。 

 

○内田首席監察官 今回の事故につきまして

は、フェリーというところで、まず道路性を

問擬することになるんですけれども、道路法

の２条で、いわゆるフェリーの甲板、ここが

渡船のための施設ということで道路と認めら

れております。ということで、警察のほうへ

届けたということで、海上保安庁に届けなく

ていいかという質問につきましては、これは

即答はできないんですが、道路ということで

警察のほうへ届けております。 

 

○城戸淳委員 分かりました。 
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 それで、この事故に関して言うと、恐らく

サイドブレーキをかけなかったからそういう

事故が起きたという話だと思うんですけれど

も、何か大型のトラックという形に聞いてい

ますけれども、車の歯止めとか、そういうの

は普通何かあったような記憶があるんですけ

れども、そういう状況はどうなんですか。 

 

○内田首席監察官 今回事故を起こしました

車両は、機動隊が所有しております輸送車、

いわゆる路線バスのような形のバスでござい

ます。そのバスをフェリー内に止める際は、

フェリー会社のほうで車止め及び車両と甲板

をワイヤで結びまして、動かないように措置

するということはやっていただいておりまし

た。しかし、サイドブレーキを引き忘れてお

りましたので、後輪にサイドブレーキは利く

んですけれども、やはりそれがないために、

しけでちょっとボディーが暴れてしまったと

いうことでございます。 

 

○城戸淳委員 はい、分かりました。 

 これは、再発防止も含めて――そういう形

で初歩的なサイドブレーキを引いてなかった

のが問題であろうかと思いますけれども、波

で揺れてほかの車に当たったということで、

これは、再発防止はどういう感じに考えたら

いいですかね。何かまた起きそうな気がする

んですけれども。 

 

○内田首席監察官 大変申し訳ございませ

ん。 

 再発防止は、まず運転していた者につきま

しては、本部のほうへ招致して指導も行って

います。また、サイドブレーキを引き忘れた

という単純なミスでございますので、複数の

者で――補助者が必ず乗っておりますので、

サイドブレーキをかけたかどうかの確認を今

後するように徹底しております。 

 また、運転訓練等も――日頃はこの大型バ

ス運転しませんので、出動の際は、必ず運転

訓練及び上司の者から運転上の諸注意等も行

って出動するようにいたしております。 

 以上でございます。 

 

○城戸淳委員 分かりました。 

 金額もちょっと大きめでありますので、こ

れからやっぱりその辺の基本的な注意をちゃ

んと自覚していただいて、また再発防止して

いただきたいなと思っております。 

 以上でございます。 

 

○末松直洋委員長 よろしいでしょうか。 

 

○松田三郎委員 関連でいいですか。 

 

○末松直洋委員長 はい。 

 

○松田三郎委員 城戸委員の関連で、当然台

数も多いでしょうから、今のように不注意

で、ちょっと注意しておけば防げたというも

のから、やっぱりパトカーとかもありますか

ら、どうしても避けられなかった事故等もあ

るんだろうと思っております。ですから、現

場の警察官が、もう心配なく――心配なく事

故していいというわけじゃなくて、心配なく

仕事ができるように、保険というのは当然必

要なんだと思っております。 

 先ほど、首席監察官の説明でも、任意保険

で対応しましたと。ここから先、場合によっ

ては会計課長なのかもしれませんが、今分か

る範囲で、警察の保険に入るべき台数と毎年

の保険料ですね。あと、保険の契約方式、一

台一台なのか、何か一括して、あるいはこれ

は本部だけではなくて、県内にある警察署が

保有する警察車両全部含めてですけれども、

大体でよかですけん、分かる範囲でよかです

けど、分からないなら後でよかですけど、教

えてください。 
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○平山会計課長 会計課でございます。 

 現在、警察には、四輪が902台、二輪車が

259台、総数で1,161台車両がございます。そ

のうち任意保険に入っている車は、全台公用

車については加入しているところでございま

す。 

 

○松田三郎委員 全台って、全部ということ

ですか。 

 

○平山会計課長 はい。 

 加入の保険料につきましては、令和５年度

の保険料が2,192万6,780円でございます。 

 契約の方法についてですが、フリート契約

という契約を行っておりまして、保険金の支

払い金額に応じて変動するものでございま

す。 

 以上でございます。 

 

○松田三郎委員 ということは、最後におっ

しゃった、事故が多くてその分保険を使う

と、次は上がっていく可能性があるというこ

とですよね。 

 

○平山会計課長 はい、そうでございます。 

 

○松田三郎委員 これは、じゃあ全部車両一

括でですか、契約方式というのは。 

 

○平山計課長 はい、そうでございます。一

括で入っております。 

 

○松田三郎委員 はい、分かりました。 

 冒頭申しましたように、一個一個これはけ

しからぬという意図ではなくて、やっぱり保

険にしっかり入って、相手もある場合があり

ますので、安心して仕事ができるようにとい

うのが大前提でございまして、できるだけ安

うしたほうがよかわけでしょうから、さっき

のコンピューターのシステムと一緒で、保険

会社から言われて、ああそんなものかと思っ

てしまわずに、できるだけ、値引き交渉とは

言いませんが、できるだけ負担が少ない方法

も、まあいろいろ検討なさってさっきの方式

だとは思いますが、再度検討していただい

て、できるだけ負担が少なければなと思って

おりますので、要望としてお伝えしたいと思

います。 

 以上です。 

 

○末松直洋委員長 要望でよろしいでしょう

か。 

 

○松田三郎委員 はい。 

 

○末松直洋委員長 ほかに質疑はありません

か。 

 

○本田雄三委員 １ページのデジタル環境の

整備でちょっと教えていただきたいと思いま

す。 

 これも、県警だけじゃなく全体そうでしょ

うけれども、やはりペーパーレス化のための

環境整備という部分で進めていかれると思う

んですが、セキュリティーなり、やはり個人

情報の漏えい等、かなりこれは厳しい状況に

あるかと思いますので、特に県警の部分とい

うのは、そういう部分はしっかり整備をされ

たところでの導入を予定しておられると思う

んですが、ちょっとニュース等でも１回あっ

たことがあるものですから、そこら辺りの環

境の整備というのはいかがでございましょう

か。 

 

○平山会計課長 会計課でございます。 

 今回導入しますパソコンのモバイル化につ

きましては、これまで県警のパソコンは、サ

ーバークライアントシステムと申しまして、

１本のサーバーを立てまして各パソコンが有

線でつながっていると、部外とは一切接続で
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きないシステムでございまして、セキュリテ

ィーは保たれているところでございます。 

 今回導入しますのは、それをモバイル化す

るものでございまして、移動が可能になって

ペーパーレス化につながるというものでござ

いますけれども、有線と同じようなセキュリ

ティーを保てるようなシステムを予定してお

ります。 

 以上でございます。 

 

○本田雄三委員 じゃあ、仮に置き忘れたり

した場合でも、絶対ほかの人では開けない、

そういうシステムになっているということで

理解してよろしいんですか。 

 

○平山会計課長 パスワード等を設定してお

りますので、開けないということ、活用でき

ないということになります。 

 

○末松直洋委員長 よろしいでしょうか。 

 ほかにありませんか。 

 

○斎藤陽子委員 ２ページになります。 

 債務負担行為なんですけれども、これが額

が３倍ぐらいになっているのかなと思いまし

て、よかったらちょっと詳しく御説明いただ

ければなと思います。中身のほうをお願いし

ます。 

 

○平山会計課長 委員御質問の債務負担行為

につきましては、さきに御説明いたしました

とおり、来年当初から業務を開始する必要が

ある事業につきまして、今年度から手続がで

きるように設定するものでございますけれど

も、中身につきましては、ヘリコプターの

1,000時間運航点検業務委託が7,191万円、そ

れと運転免許事務更新通知業務委託が１億

8,324万9,000円、それと運転免許更新時講習

業務委託が１億2,066万4,000円、交通安全運

転管理者等講習委託が2,109万9,000円、交通

信号機の保守点検委託が１億8,985万2,000円

になります。そのほか、全部で14事業につい

て設定するものでございます。 

 

○斎藤陽子委員 ありがとうございます。 

 北海道に視察に行かせていただきましたの

で、何かもしかしたらああいう講習ができる

ようになったのかなというふうに、ちょっと

予算がかなり上がっていたので思ったんです

けれども、そうではないということでよろし

いですか。 

 

○平山会計課長 はい。その部分については

含まれておりません。 

 

○末松直洋委員長 よろしいでしょうか。 

 

○斎藤陽子委員 はい。 

 

○末松直洋委員長 ほかにありませんか。 

 ――なければ、以上で質疑を終了します。 

 それでは、ただいまから本委員会に付託さ

れた議案第１号、第９号、第10号、第13号、

第14号、第22号、第43号から第48号まで及び

第56号について、一括して採決したいと思い

ますが、御異議ありませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり) 

○末松直洋委員長 異議なしと認め、一括し

て採決いたします。 

 議案第１号外12件について、原案のとおり

可決または承認することに御異議ありません

か。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり) 

○末松直洋委員長 異議なしと認めます。よ

って、議案第１号外12件は、原案のとおり可

決または承認することに決定しました。 

 次に、閉会中の継続審査事件についてお諮

りいたします。 

 議事次第に記載の事項について、閉会中も

継続審査することを議長に申し出ることとし
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てよろしいでしょうか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり) 

○末松直洋委員長 それでは、そのように取

り計らいます。 

 次に、その他に入ります。 

 執行部から報告の申出が１件あっておりま

す。 

 まず、報告について執行部の説明を受けた

後、質疑を受けたいと思います。 

 それでは、報告をお願いいたします。 

 

○前田高校教育課長 高校教育課です。 

 お手元の説明資料、その他報告事項を御覧

ください。 

 県立高等学校入学者選抜制度改革について

御報告します。 

 １ページをお願いします。 

 １、制度改革の経緯と改善の趣旨を御覧く

ださい。 

 本年３月に、外部有識者による検討委員会

から、入試の改善の方向性について、その下

にあります点線で囲んでおります①から④の

提言をいただきました。 

 また、提言で示されたとおり、中学校でし

っかり学ぶ環境を確保し、子供たちの学びを

保障した上で高校での学びにつなぐことが重

要です。 

 なお、高校入試の在り方は、本県の子供た

ちの学びがいかにあるべきか、本県がどのよ

うな子供を育てるのかといった教育の根幹に

つながるものであると認識しています。この

点を今回の制度改革の柱と考えております。 

 次に、２ページをお願いします。 

 ２ページの別紙１を御覧ください。 

 資料の上段、入学者選抜の種類及び名称を

御覧いただければと思いますが、そこに記載

のとおり、新制度では、現行の前期(特色)選

抜と後期(一般)選抜を一本化したＡ日程と、

現行の二次募集に当たるＢ日程を設けます。

また、Ａ日程では、１回の受験で特色選抜と

一般選抜を実施いたします。 

 その下にありますＡ日程の欄を御覧くださ

い。 

 Ａ日程は、３月上旬に実施し、枠内にござ

います説明の４点目になりますが、全受験生

は５教科の学力検査を受験し、学科、コース

によっては、特色選抜に係る検査として独自

検査、例えば面接や実技検査等を実施、別途

受験します。 

 次に、選抜のポイントについてです。 

 初めに、特色選抜は、現行の前期(特色)選

抜の考えを継承するものです。５教科の学力

検査及び調査書に加え、学科コースによって

は、面接や実技等の独自検査により、受験生

の学科構成の適性や意欲を測ります。 

 次に、一般選抜では、現行の後期(一般)選

抜の選抜方法を継承するものになります。５

教科の学力検査の得点と調査書によって中学

校の学習の成果を測ります。 

 続いて、下の欄、Ｂ日程の欄を御覧くださ

い。 

 Ｂ日程は、３月の中旬から下旬で、Ａ日程

の選抜で募集定員に満たない学科、コースに

おいて実施をします。 

 新制度の概要については以上です。 

 一度１ページにお戻りください。 

 ３番の新制度の実施時期についてです。 

 新制度による入試は、今年度の小学校６年

生が受験する令和９年度入試、2027年度入試

から実施することとしています。 

 最後に、４、今後の予定を御覧ください。 

 今月下旬からパブリックコメントを実施し

ます。その結果も踏まえ、新制度で受験する

現在の小学校６年生が中学校に入学する前の

段階、今年度末までに新制度の概要を決定す

る予定としております。 

 高校教育課の報告は以上です。 

 

○末松直洋委員長 以上で執行部の報告が終

わりましたので、質疑を受けたいと思いま
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す。質疑はありませんか。 

 

○髙島和男委員 この制度改革の経緯をまず

ちょっと確認をしておきたいと思うんですけ

れども、今プリントにもございますけれど

も、2021年にあり方検討会で、スーパーハイ

スクール構想を含めた14の取組ということの

一つだということでございました。それを踏

まえて、今のお話のように、提言を受けて県

教育委員会としては制度設計を進めてきた

と、そして、それがこれですよと、パブリッ

クコメントをして、概要を決めて、2027年度

から実施したいということです。 

 2021年から、実施が2027年と、６年あるわ

けですね、この間。私は、高校入試というこ

とで、対子供、対生徒ということで慎重に進

めるということはもちろん当然のことだと思

うんですけれども、６年というのは、ちょっ

とやっぱり長過ぎやせんかなという懸念があ

るんです。 

 というのも、その間にどんどんやっぱり時

代も変わっている、昔の６年とかとはやっぱ

りちょっと違うんじゃないかなと思うんです

けれども、そこいらはいかがですか。 

 

○前田高校教育課長 委員の御指摘のお話、

今確認していただいたとおりなんですが、令

和３年３月にいただいた提言を基に、その後

の令和３年度及び令和４年度に２か年度をか

けまして、高校入試に関する入試制度の在り

方の検討委員会というのをまた別にさせてい

ただいています。その高校入試改革の在り方

検討委員会の提言が今年３月に出されたとい

うことになりますので、どうしても時間が必

要であったというのが１つでございます。 

 もう一つは、先ほどお話ししたとおり、提

言の中でも、やはりこの高校入試に関して

は、周知の期間をしっかり取って、受験生の

ことを、生徒のことを考えるなら、そこはし

っかり取って進めるべきであろうという提言

をいただいておりますので、他県や、あるい

は過去の入試も参考にしながら、大体中学校

入学する前の段階でお示しをして、それから

中学校３年間を生活していただくという形を

取りたいということで、このスケジュール感

になっております。 

 以上です。 

 

○髙島和男委員 確かに、おっしゃるよう

に、その手順を踏んできたということは、も

ちろんよく理解をします。 

 2021年の提言の資料、概要を私も見せても

らったんですけれども、何でもうちょっとス

ピードアップしたほうがいいんじゃないかと

いうことを申し上げたのは、この資料を見て

も、県立高校の状況というのが、少子化は下

げ止まるということが書いてあるんですね。

令和９年まで、１万6,000人――卒業生です

ね、続くと、その後は漸減するんだと、少し

ずつ少しずつ減っていきますよということが

2021年時点です。 

 ところが、この前の教育長の答弁でありま

したように、これから10年間では、１万

6,000人が１万2,000人、4,000人減ると、25

％減ると、急速に少子化が進むということを

御答弁でもされているとなりますと、そもそ

もの土台がやっぱり崩れるというか、ちょっ

とやっぱり前提が狂ってきやせんかなという

ような不安があるんです。 

 私は、そういう意味で、漸減すると記して

あるけれども、その考え方というのは、もう

少しやっぱり加速していくほうが時代にマッ

チしているのではないかと思うんですけれど

も、いま一度、いかがでしょうか。 

 

○前田高校教育課長 先生にお話しいただい

た、今後令和９年まで下げ止まりで、そこか

ら子供さんが減っていくというのは、確かに

統計上出ておりまして、もちろんそれに対し

ての対応というのはしなければいけないんで
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すが、この入学者制度改革というものだけで

それが行われるものではなくて、もっと広

い、その前にありました県立高校の在り方、

もう少し広い目線での在り方という観点にそ

こはなってまいりますので、それは、現在、

令和６年度までは現行の形でその在り方提言

に従って進んでおりまして、それ以降につい

ては、またそれは別途しっかり議論をしてい

って、現状に合ったものに変えていかなけれ

ばいけないとは考えておるところでございま

す。 

 

○髙島和男委員 スタートしたら、もう次の

ことをやっぱり考えていかんと、もう追いつ

かないというのが実情だと思うんですね。 

 この入試制度改革と同時に、私は、やっぱ

り並行して議論していかなければならないの

が、常に一般質問でも問題になっている定員

のことだと思うんですよ。 

これは、もう今さら言うまでもありません

けれども、この2021年の提言の中でも、学校

運営の関係から、高校は上限８学級だと、下

限は４学級程度がいいんじゃないのというこ

とを御提言されて、県の教育委員会として

は、１学年10学級の学校、済々黌だ、熊高だ

というような学校は９学級にしていきましょ

うというような方針は一応出されているとい

うことですよね。 

 それに関して、漸次見直すとか、教育長の

この前の答弁では、見直しを行っていく必要

があると、こういうような御答弁だったと思

うんです。 

 私は、いろんなお話を聞くんですけれど

も、それは、熊本市の、県央区の定員が熊本

市内の中心部の学校にももちろん影響してい

ますけれども、上益城郡区の学校にも当然こ

れはいろんな意味での影響が出ていると、も

う御存じのとおりです。だからこそ、私は、

早急に見直しは、同時並行で取り組まなけれ

ばならないと思うんですけれども、それはい

かがでしょうか。 

 

○前田高校教育課長 先生おっしゃるとおり

で、令和６年まで今の形で進めますが、じゃ

あそれから考えるということじゃなくて、既

にそれについてはもう今動き出しを始めてお

りまして、また今後御報告をさせていただく

機会もあろうかと思いますが、次の令和７年

度以降についても、今、まず現状がどうであ

ると、そして、それについて検討を進めてい

るところでございます。 

 

○髙島和男委員 検討するということは、も

う度々私たちも議場でもよく耳にしておりま

す。 

 教育長にぜひお話ししたいのは、やっぱり

子供の教育ですから大事です。時間をかけな

んところはかけなんかもしれないけれども、

募集定員に関しては、もうずっとこの間随分

やっぱり議論をしてきたと。そして、御答弁

の中でも見直しを行っていく必要があるとい

うこともはっきりおっしゃっているので、私

は、もう少なくともそろそろやっぱり時期

も、ここら辺ぐらいにはこういう形でやりま

すよということをはっきり旗を立てておっし

ゃるべきだと思うんですが、教育長、いかが

でしょうか。 

 

○白石教育長 高校の在り方ということで、

いろいろ御意見ありがとうございます。 

 まず最初、この入試制度の話で、多分スピ

ード感の話だろうと思いますが、確かに、今

方針出して、今年度である程度概要を固め

て、そして３年後ということなので、聞かれ

ているほうからすると、もっと早くならんの

かという思いもあられるのかなと思うんです

が、今課長が話したように、制度の周知もあ

りますし、試験の中身が変わるものですか

ら、そうなると、やはり中学生にそれ向けの

勉強なり、先生のほうもそうですけれども、
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そういったのも総合的に考えると、やはり３

年程度は期間が必要かなということで、今の

スケジュール感にしているというのがまず１

点目の話です。 

 それから、そもそもの高校の在り方という

ことで、これももう再三県議会でも、定員割

れの問題から、それから都市圏の問題、いろ

いろ御指摘いただいて、その都度我々も検討

しますという話をしているんですが、大きな

話としましては、前回のあり方検討会で６年

度までは魅力化をしますということで、今そ

れに取り組んでいるところなんですが、その

ほかに幾つか都市圏の問題とかもあります。 

 都市圏の話で申し上げれば、そのとき想定

したよりもさらに都市圏の人口の集中化が進

んでいることもありまして、要は、何ていい

ますか、都市圏の定員だけを縮小すると、そ

の分じゃあ郡部に残るかどうかというところ

がちょっと難しいといいますか、いわゆる私

立が大分増えてきているものですから、そう

いったのを総合的にやっぱりまたもう一回考

え直す必要があるだろうという内部の検討は

やっているところでございまして、いずれに

しましても、令和７年度以降の形をどうして

いくかというために、これはちょっと予算が

絡むものですから、多分次の議会なりの御提

案になるかと思いますけれども、いわゆる検

討の体制ですね、こういうスケジュール感

で、こういう体制でというのをまた御相談さ

せていただこうとは思っておりますが、いず

れにしましても、後次の10年ぐらいを見越し

て、高校の在り方、定員の在り方あたりをし

っかり検討させていただきたいというふうに

思っているところでございます。 

 以上です。 

 

○髙島和男委員 ありがとうございました。 

 その制度改革のスピード感に関しては、私

は、周知期間は絶対必要ですから、そこに至

るまでをどうにかできぬのかということをま

ず申し上げておきたいと思います。 

 そして、募集定員に関しては、繰り返しに

なりますけれども、この10年間で25％子供の

数が減るということは御存じのとおりでござ

いますので、そこはそれでやっぱりしっかり

踏まえて定員数は見直すべきだろうと思いま

す。 

 意見でございます。 

 

○末松直洋委員長 よろしいでしょうか、要

望で。 

 ほかにありませんか。 

 

○松田三郎委員 制度ができて10年ぐらい経

過して、その当時から、賛否なりあるいはい

いところ悪いところと、いろいろ議論もあっ

たんだろうと思っております。だから、今の

制度が失敗だから次にというわけではなく

て、よりいいものを考えられたというふうに

理解をしたいと思います。 

 そこで、さっき前田課長もちょっと触れら

れましたが、別紙２の縦長の紙のちょうど真

ん中ぐらい、Ａ日程の各選考の順序というと

ころに、初めに特色選抜の選考を行い、続け

て云々と。これは、試験の日程の順番じゃな

くて、まず、その各学校で決められたパーセ

ンテージ、割合の特色選抜の受験者の中の合

格者を決めて、それ以外といいますか、一般

を決めるということなんですかね、これは。 

 

○前田高校教育課長 委員がおっしゃるとお

りで、まず、今回の制度改革の特色もしっか

り見てほしいという御提言いただいていま

す。まず、そちらの入試で一回学力検査を受

けていただいて、それに特色選抜を行って一

定のパーセンテージの生徒さんが合格をする

と、それに漏れた方も当然出てくるので、そ

の方も含めて、残った生徒さんの中で一般選

抜で残りの合格者を決めるというような仕組

みになっております。 
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○松田三郎委員 まあ、先のことですからま

だ分からないかもしれませんが、例えば、今

まで、数は多くないけれども、定員割れして

いる高校を受けたのに不合格だったという方

も以前はいらっしゃいまして、そういう方

を、まあ救済と言うのが適当かどうか分かり

ませんけれども、今の制度よりもそっちのほ

うが最良で、まあ拾えると言うのもあれか

な、そういう可能性はこっちのほうがあるん

ですかね、制度の運用上。 

 

○前田高校教育課長 定員内不合格のお話だ

と思います。それは、まずちょっと後に回し

まして、まず先に、今現行の前期(特色)選抜

では、やはりどうしても選に漏れた方がもう

一回受験をし直すような形になっております

ので、そこは今回一本化することで、１つの

入試の中でそういう方もちゃんとその次のス

テップが踏めるようになっているというのが

１つでございます。 

 定員内不合格に関しましては、現行、やは

りどうしても高校での学びを考えたときにと

いうことで総合的に判断をさせていただい

て、一部そういうことが起こっているという

ことも現実にはあっております。 

 できる限り、私ども、学校のほうには通知

を出して、そういうことがないようにしてい

きましょうと、していただきたいというお願

いの通知は出しておりますが、最終的に合否

の判断というのは学校長が行うものですか

ら、各学校のその選抜の中で、先ほど申しま

したが、繰り返しになりますが、高校での学

びをどうかということを総合的に判断して合

否を決めておられるというのが現状でござい

ます。それは、今度の制度に関しても、そこ

の部分に関してはそんなに大きくは変わらな

いかと考えております。 

 

○松田三郎委員 はい、分かりました。 

 

○末松直洋委員長 よろしいでしょうか。 

 

○松田三郎委員 はい。 

 

○末松直洋委員長 ほかにありませんか。 

 なければ、これで報告に対する質疑を終了

します。 

 その他に入ります。 

 ここで、私のほうから１つ御提案がござい

ます。 

 さらなる委員会活動の活性化に向けた取組

の一つとして、常任委員会ごとに１年間の常

任委員会としての取組の成果を、２月定例会

終了後に県議会のホームページで公表するこ

ととしております。 

 つきましては、これまで委員会で各委員か

ら提起された要望、提案等の中から、執行部

において取組の進んだ項目について、私と副

委員長で取組の成果案を取りまとめた上で、

２月定例会の委員会で委員の皆様へお示し、

審議していただきたいと考えておりますが、

よろしいでしょうか。 

  （「はい」と呼ぶ者あり) 

○末松直洋委員長 それでは、そのようにさ

せていただきます。 

 最後に、その他で委員の皆さんから何かあ

りませんか。 

 

○亀田英雄委員 前回の委員会で出た話なん

ですけれども、警官の数が九州の中で少ない

という話が出たかと思います。何ていいます

か、負担率が高いという話ですよね。 

 比べてという話じゃなかっですけど、やは

り警官の数が少ないという話は、これからの

熊本の動きの中で、やっぱり大きな不安があ

りはしないかということもあります。そして

また、私の身の回りでもいろんな事件が起き

てですね、警官の、何ていいますか、警備の

ほうを増強してもらえんどかという話も伺い
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ましたので、警察官の増強ということについ

て、いかに考えられているかと、どのような

動きをされているのかということも伺いたい

んですけれども、どのような考え方で進めら

れているのかなということで少し伺いたいと

思うんですけれども。ぜひ増強をしていただ

きたいという話なんですけれども、その辺で

本部長のお考えを伺いたいと思います。 

 

○松見警務課長 警察官の数につきまして

は、一応政令のほうで3,040人ということで

決まっておりまして、負担率というのは、九

州の中でも一番でございますし、全国的に見

ても非常に高い負担率ということでございま

す。 

 一応、以前、これは平成の10何年かと思い

ますけれども、警察官の数というのが、大体

負担率が１人当たりの警察官で500人程度と

いうことが望ましいということで出ておりま

して、一応県警のほうでも、例年、春と秋の

２回にわたって警察庁などの関係省庁に対し

て警察官の増員を要望しているというような

状況であります。 

 

○亀田英雄委員 先ほども言いましたけれど

も、身の回りでもやっぱりいろんな事件が起

きるものですから、そのような要請があった

ということでお伝えしたいという私の気持ち

があったものですから、要望させていただき

ました。要望ということで、なるだけ増強に

――政令は前回の委員会で聞いたんですけれ

ども、その辺も含めて、そういう意見がある

ということで取り組んでいただけんかなとい

う要望です。 

 

○末松直洋委員長 よろしいでしょうか。 

 ほかにありませんか。 

 

○松田三郎委員 定期的に意見書も出してお

りますので、だから、また委員長に御相談い

ただければと思います。 

 私からも、関連しまして、以前、教育委員

会も、もちろん採用の人数があると、決まっ

とって、じゃあ受験者数はどうかというと、

報道等あるいは毎年毎年御報告いただいてい

るのかもしれませんが、受験者の数はだんだ

ん減ってきていると、教育委員会ですね。 

 熊本県警の場合は、警務課長か総務課長か

知りませんが、どうですか。ここ数年の受験

者の、まあ定数はさっきの御説明どおりでし

ょうけれども、受験者が増えているのか減っ

ているのか、大体毎年同じ、並みなのかとい

うのが分かりますか。 

 

○松見警務課長 採用の関係でございますけ

れども、受験者の数というのは例年変化して

おりまして、要は採用の予定の人数にもちょ

っと関連するところがあるかと思いますけれ

ども、例えば、本年、警察官、大卒程度なん

ですけれども、これの一応競争倍率としまし

ては、全体で5.4倍ということで、昨年は5.0

倍だったんですけれども、今年は5.4倍とい

うことで、受ける競争の倍率は去年よりは高

くなったということですね。 

 それと警察官Ｂ、これは高卒程度でござい

ますけれども、これにつきましても、全体で

昨年の3.5倍から今年は6.1倍ということで倍

率を上げております。 

 そういう意味においては、高い倍率で選ば

れた能力の高い人材を確保できたのかなとい

うふうに、本年については思っております。 

 

○松田三郎委員 そうですね、結構増えたと

いいますか、前年度よりも。 

 課長おっしゃるように、まあ落ちた方には

申し訳ないけれども、やっぱり少ない人間か

ら採用するのと、たくさんの中から採用する

のは、やっぱりレベルなり何なりですね。 

 熊本県警察は、以前から、非常に優秀な人

間です、試験も難しいという話を聞いて、そ
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こで選ばれた方が今日座っていらっしゃる方

ばっかりでございますので、さっき言いまし

たように、不合格の人をいっぱい出すという

意味じゃ、やたらとどんどん競争率上げてく

ださいとまでは言いませんけれども、何かそ

れを維持していく努力というのは、引き続き

していただきたいと思います。 

 以上です。 

 

○末松直洋委員長 要望でよろしいでしょう

か。 

 

○松田三郎委員 はい。 

 

○末松直洋委員長 ほかにありませんか。 

――なければ、以上で本日の議題は終了いた

しました。 

最後に、要望書等が１件提出されておりま

すので、参考としてお手元に写しを配付して

おります。 

 それでは、これをもちまして第４回教育警

察常任委員会を閉会いたします。 

  午前11時39分閉会 
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